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(57)【要約】
　本発明は、燃焼室内に燃料を噴射するためのインジェ
クタ（１）に関する。本発明によれば、制御弁（２４）
の弁ピストン（２６）の両端面側に定圧が供給され、こ
の場合、弁ピストン（２６）は、制御室（１５）にハイ
ドロリック的に接続された弁室（２３）内に配置されて
、該弁室（２３）内に収容されたスリーブ（２７）の内
部に案内されており、弁室（２３）内に、一方の端部で
は前記スリーブ（２７）に、他方の端部では弁ピストン
（２６）にそれぞれ支持されたばね（２９）が設けられ
ており、該ばね（２９）が、弁ピストン（２６）を弁座
（３２）に押圧し、前記スリーブ（２７）を、反対の側
に位置する底面（３３）に押圧しており、前記スリーブ
（２７）内部の弁ピストン直径が、弁座（３２）におけ
る有効弁ピストン直径に相当している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の燃焼室内に燃料を噴射するためのインジェクタ、特にコモンレールインジェ
クタであって、制御弁（２４）が設けられており、該制御弁（２４）が弁ピストン（２６
）を有しており、該弁ピストン（２６）が、アクチュエータ（４０）によって軸方向に調
節可能であり、これにより制御室（１５）から低圧室（２５）に通じた燃料流出経路が開
放可能または遮断可能であり、該燃料流出経路の開放および遮断により、圧力通路（１６
）を介して燃料を供給される制御室（１５）内の圧力に影響が与えられるようになってお
り、これにより制御室（１５）に作用接続されたノズルニードル（８）が、燃料流を解放
する開放位置と、閉鎖位置との間で調節可能である形式のものにおいて、弁ピストン（２
６）の両端面側に低圧が加えられていて、弁ピストン（２６）が、制御室（１５）にハイ
ドロリック的に接続された弁室（２３）内に配置されて、該弁室（２３）内に収容された
スリーブ（２７）の内部に案内されており、弁室（２３）内に、一方の端部では前記スリ
ーブ（２７）に、他方の端部では弁ピストン（２６）にそれぞれ支持されたばね（２９）
が設けられており、該ばね（２９）が、弁ピストン（２６）を弁座（３２）に押圧し、前
記スリーブ（２７）を、反対の側に位置する底面（３３）に押圧しており、前記スリーブ
（２７）内部の弁ピストン直径が、弁座（３２）における有効弁ピストン直径に相当して
いることを特徴とする、内燃機関の燃焼室内に燃料を噴射するためのインジェクタ。
【請求項２】
　前記スリーブ（２７）が、半径方向遊びを持って弁室（２３）内に収容されている、請
求項１記載のインジェクタ。
【請求項３】
　制御室（１５）が、流出絞り（２２）を備えた流出通路（２１）を介して弁室（２３）
に接続されており、該流出通路（２１）が、弁室内壁（３９）と前記スリーブ（２７）と
の間の範囲に開口して弁室（２３）に通じている、請求項２記載のインジェクタ。
【請求項４】
　アクチュエータ（４０）が、少なくとも１つの電磁石（４１）と、該電磁石（４１）と
協働する少なくとも１つのアーマチュアプレート（４６）とを備えた電磁駆動装置である
、請求項１から３までのいずれか１項記載のインジェクタ。
【請求項５】
　アーマチュアプレート（４６）が、押圧ロッド（４７）に作用接続されており、該押圧
ロッド（４７）の、アーマチュアプレート（４６）とは反対の側の自由端部（４８）が、
弁ピストン（２６）の、アーマチュアプレート（４６）に面した側の端部に支持されてセ
ンタリングされている、請求項４記載のインジェクタ。
【請求項６】
　センタリングが、弁ピストン（２６）と押圧ロッド（４７）との間での凹面－凸面状の
対偶によって実現されている、請求項５記載のインジェクタ。
【請求項７】
　アーマチュアプレート（４６）が、プレロードばね（５１）を介して弁ピストン（２６
）の方向へばね力負荷されており、該プレロードばね（５１）のばね力が、弁室（２３）
内部の前記ばね（２９）のばね力よりも小さく設定されている、請求項４から６までのい
ずれか１項記載のインジェクタ。
【請求項８】
　電磁駆動装置の電磁石（４１）が、アーマチュアプレート（４６）のためのストッパ面
（５０）を備えたストッパスリーブ（４９）によって貫通されており、該ストッパスリー
ブ（４９）の内部に前記押圧ロッド（４７）が軸方向移動可能に案内されている、請求項
５から７までのいずれか１項記載のインジェクタ。
【請求項９】
　弁室（２３）の底面（３３）が、絞りプレート（５）によって形成されている、請求項
１から８までのいずれか１項記載のインジェクタ。
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【請求項１０】
　前記絞りプレート（５）の内部に接続通路（３５）が設けられており、該接続通路（３
５）が接続管路の一部であり、該接続管路が、弁ピストン（２６）の、弁座（３２）とは
反対の側の端面に低圧を供給するようになっていて、特に低圧室（２５）および／または
戻し管路にハイドロリック的に接続されている、請求項９記載のインジェクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　背景技術
　本発明は、請求項１の上位概念部に記載の形式の、内燃機関の燃焼室内に燃料を噴射す
るためのインジェクタ、特にコモンレールインジェクタ、つまり制御弁が設けられており
、該制御弁が弁ピストンを有しており、該弁ピストンが、アクチュエータによって軸方向
に調節可能であり、これにより制御室から低圧室に通じた燃料流出経路が開放可能または
遮断可能であり、該燃料流出経路の開放および遮断により、圧力通路を介して燃料を供給
される制御室内の圧力に影響が与えられるようになっており、これにより制御室に作用接
続されたノズルニードルが、燃料流を解放する開放位置と、閉鎖位置との間で調節可能で
ある形式のものに関する。
【０００２】
　ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０３５３１６９号明細書には、制御室からの燃料流
出経路を遮断しかつ開放するための制御弁を備えたコモンレールインジェクタが記載され
ている。制御弁を操作するためには、ピエゾアクチュエータが設けられている。このピエ
ゾアクチュエータは変換ピストンを介して軸方向で弁ピストンに調節作用を及ぼす。３ポ
ート２位置弁として形成された制御弁によって、制御室内部の燃料圧に影響を与えること
ができる。この場合、制御室には、流入絞りと付加通路とを備えた圧力通路を介して燃料
高圧アキュムレータから燃料が供給される。制御室内部の燃料圧の変化により、ノズルニ
ードルが開放位置と閉鎖位置との間で調節され、この場合、ノズルニードルはその開放位
置において内燃機関の燃焼室内への燃料流を解放する。公知の制御弁は軸方向で圧力補償
されていないので、制御弁を開放するために高い作動力が必要とされる。
【０００３】
　欧州特許出願公開第１６１２４０３号明細書に基づき、軸方向で圧力補償された制御弁
を備えたコモンレールインジェクタが公知である。この公知の制御弁は調節可能な弁エレ
メントとして、軸方向に摺動可能なスリーブを有しており、このスリーブは半径方向にお
いてしか高圧範囲からの燃料圧で負荷されていない。圧力補償された制御弁の使用に基づ
き、制御弁を開放するためには小さな作動力しか必要とされないので、公知のインジェク
タにおけるアクチュエータの役目は電磁駆動装置によって引き受けられる。欧州特許出願
公開第１６１２４０３号明細書に基づき公知の制御弁を、ドイツ連邦共和国特許出願公開
第１０３５３１６９号明細書に基づき公知のインジェクタに転用しようとすると、インジ
ェクタの全配置構成が変えられなければならない。特に低圧室はピエゾアクチュエータ作
動式のインジェクタでは、制御室の方向へ著しく大きくずらされなければならない。
【０００４】
　発明の開示
　技術的な課題
　したがって、本発明の根底を成す課題は、特に電磁式のアクチュエータの使用のために
適した、択一的に形成された、軸方向で圧力補償された弁を備えたインジェクタを提供す
ることである。
【０００５】
　技術的な解決手段
　この課題は、請求項１の特徴部に記載の特徴、つまり弁ピストンの両端面側に低圧が加
えられていて、弁ピストンが、制御室にハイドロリック的に接続された弁室内に配置され
て、該弁室内に収容されたスリーブの内部に案内されており、弁室内に、一方の端部では
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前記スリーブに、他方の端部では弁ピストンにそれぞれ支持されたばねが設けられており
、該ばねが、弁ピストンを弁座に押圧し、前記スリーブを、反対の側に位置する底面に押
圧しており、前記スリーブ内部の弁ピストン直径が、弁座における有効弁ピストン直径に
相当していることにより解決される。
【０００６】
　請求項２以下には、好都合な改良形が記載されている。さらに、本発明の枠内では、明
細書中、図面および／または特許請求の範囲に開示されている少なくとも２つの特徴のあ
らゆる組合せが考えられる。
【０００７】
　本発明の根底を成す思想は、軸方向に調節可能なスリーブの代わりに、制御弁を開閉さ
せるために軸方向に調節可能な弁ピストンを設けることである。弁ピストン（ピン）は弁
室の内部に配置されており、この弁室は制御室にハイドロリック的に接続されているので
、制御弁が開放された状態では、燃料は燃料流出経路を通って制御室から弁室を介して低
圧室にまで流出することができる。制御弁が閉鎖された状態では、燃料流出経路は遮断さ
れている。弁ピストンは本発明によれば直接に絞りプレート内に案内されているのではな
く、スリーブ内に案内されており、このスリーブは弁室内に収容されている。弁ピストン
に閉鎖方向で弁座に向かってプリロードもしくは予荷重をかけると同時に、弁室の底面（
シール面）からのスリーブの持ち上がりを阻止するためには、ばねが設けられている。こ
のばねは、一方では弁ピストンに、特に弁ヘッドの下側に支持されており、他方ではスリ
ーブに、特にスリーブの端面に支持されている。すなわち、弁ピストンに軸方向で押圧力
が作用しないようにするか、または最小限の押圧力しか作用しないようにするためには、
すなわち制御弁が、軸方向で圧力補償された制御弁となるようにするためには、弁ピスト
ンの両端面に低圧がかけられており、弁ピストンの、軸方向において低圧で負荷された面
（投影面）が両側において等しい大きさに形成されている。弁ピストンの、弁座に面した
側の端面は低圧室を仕切っているか、もしくは直接にハイドロリック的に低圧室に接続さ
れているので、自動的にこの端面には低圧が加えられている。この（上側の）端面とは反
対の側の（下側の）端面を低圧で負荷することは、たとえば弁ピストンの、弁座とは反対
の側の端面に接続通路が案内されていて、この接続通路が、直接にこの端面に隣接した範
囲を、ハイドロリック的にインジェクタの低圧範囲に接続させていることにより実現され
得る。インジェクタの低圧範囲、特に低圧室には、運転状態に応じて約０～１０バールの
範囲の燃料圧が生ぜしめられ、それに対して、高圧燃料アキュムレータからインジェクタ
に流入する燃料は約１８００～２０００バールの範囲の圧力下にある。インジェクタ弁の
本発明による構成は、ドイツ連邦共和国特許出願公開第１０３５３１６９号明細書に基づ
き公知のインジェクタ構造に問題なく転用され得る。その場合には、有利には弁室への付
加的な燃料供給部の代わりに低圧接続管路を設けることができ、これにより弁ボディの、
ノズルニードル寄りの端面に低圧が供給される。特に、ピエゾアクチュエータの代わりに
電磁駆動装置もしくはソレノイドアクチュエータを使用することができる（ただしこのこ
とは必ずしも絶対的ではない）。
【０００８】
　本発明の有利な改良形では、前記スリーブが、半径方向遊びを持って弁室内に収容され
ている。これにより、弁室内の、圧力下にある燃料は半径方向内側へ向かって作用する力
をスリーブに加えるので、運転時におけるスリーブと弁ピストンとの間の案内遊びの拡開
が回避され、ひいては漏れ損失が最小限に抑えられる。
【０００９】
　本発明の別の有利な構成では、制御室と弁室との間のハイドロリック的な接続が、流出
絞りを備えた流出通路を介して実現されており、この場合、流出絞りの横断面と、制御室
に燃料を供給する圧力通路内に配置された流入絞りの横断面とは、制御弁が開放された状
態で低圧室内への所定の正味燃料流出量（Netto-Kraftstoffabfluss）が生ぜしめられる
ように互いに合わせて調整されている。流出通路はスリーブと弁室内壁との間の範囲に開
口して弁室に通じていると有利である。これにより、流出通路を、制御室と弁室との間に
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配置された絞りプレートにのみ組み込むことが可能となる。
【００１０】
　既に述べたように、当該インジェクタは特に電磁式のアクチュエータもしくはソレノイ
ドアクチュエータを使用するために適している。なぜならば、制御弁が軸方向で圧力補償
されていることに基づき、比較的小さな作動力が加えられるだけで済むからである。電磁
駆動装置は少なくとも１つの電磁石（コイル）と、この電磁石と協働する少なくとも１つ
の可動子プレートもしくはアーマチュアプレートとを有しており、この場合、このアーマ
チュアプレートは弁ピストンに作用接続されなければならない。電磁式の駆動装置では、
ピエゾアクチュエータの変換ピストンを負荷するための最小圧が存在していなくて済むの
で、低圧レベルは一層低くなり得る。これにより、燃料のための戻りシステムは全体的に
一層廉価に設計され得る。
【００１１】
　特にアーマチュアプレートは押圧ロッドに作用接続されており、たとえば押圧ロッドと
ワンピースに一体に形成されている。この場合、該押圧ロッドの、アーマチュアプレート
とは反対の側の自由端部は、弁ピストンに、特に弁ピストンヘッドに支持されてセンタリ
ングされている。これにより、電磁駆動装置の調節力はアーマチュアプレートを介して、
かつ該アーマチュアプレートから押圧ロッドを介して弁ピストンに伝達され得るようにな
り、これにより弁座から弁ピストンを引き離し、ひいては低圧室に通じた燃料流出経路を
開放することができる。これにより、ノズルニードルはそのニードルシートから持ち上が
って、燃焼室内への燃料流を解放する。
【００１２】
　電磁式の駆動装置のストロークはこの場合、押圧ロッドの長さを変えることにより調節
され得る。
【００１３】
　弁ピストンの端面に支持された押圧ロッドのセンタリングを実現するためには、弁ピス
トンと押圧ロッドとの間での凹面－凸面状の対偶が実現されていると有利である。この場
合、押圧ロッドがその自由端部の範囲で凸面状に形成されていて、弁ピストンの端面が、
相応して凹面状に形成されていると有利である。
【００１４】
　電磁駆動装置が通電されていない場合でも、アーマチュアプレートと押圧ロッドと弁ピ
ストンとの接触を保証するためには、弱いプレロードばねが設けられていると有利である
。このプレロードばねは、アーマチュアプレートに、ひいては押圧ロッドに、弁ピストン
の方向へプレロードもしくは予荷重をかける。しかしこの場合、ばね力は、該ばね力が、
弁ピストンを反対の方向で弁座に押圧する弁室内部のばねのばね力よりも小さく設定され
ていなければならない。
【００１５】
　調節運動時の十分な同軸性を保証するために、本発明の改良形では、押圧ロッドがスト
ッパスリーブの内部に案内されており、該ストッパスリーブは電磁駆動装置の電磁石の内
部に収容されていて、アーマチュアプレートのためのストッパ面を有している。
【００１６】
　本発明のさらに別の有利な構成では、弁室が、その制御室に面した側において絞りプレ
ートによって仕切られている。すなわち、この絞りプレートは弁室の底面を形成しており
、この底面には、弁室内部のガイドスリーブが支持されている。この絞りプレート内には
、制御室からの流出絞りを備えた流出通路も導入されていると有利である。
【００１７】
　付加的に絞りプレートの内部には接続通路が設けられていると有利である。この接続通
路は弁ピストンの、ノズルニードルに面した側の端面をインジェクタの低圧範囲に接続し
ているので、弁ピストンの両端面において少なくともほぼ等しい圧力（定圧）が生ぜしめ
られるので有利である。
【００１８】



(6) JP 2010-507746 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

　本発明のさらに別の利点、特徴および詳細は、以下に図面につき説明する有利な実施例
から明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】軸方向で圧力補償された制御弁を備えたインジェクタの一部を示す断面図である
。
【図２】インジェクタの制御室と弁室との間のハイドロリック的な接続を示す詳細図であ
る。
【図３】インジェクタの電磁駆動装置のアーマチュアプレートの組込み状況を示す拡大図
である。
【図４】アーマチュアプレートと押圧ロッドとから成る一体の構成ユニットを示す図であ
る。
【００２０】
　発明の実施形態
　図面中、同一の構成部分および同一機能を有する構成部分は同じ符号で示されている。
【００２１】
　図１および図２には、コモンレール式のインジェクタ１が図示されている。このインジ
ェクタ１はインジェクタボディ２と、ノズルボディ（部分的にしか図示しない）３と、イ
ンジェクタボディ２に接触した弁ボディ４と、この弁ボディ４とノズルボディ３との間に
配置された絞りプレート５とを有している。インジェクタボディ２にはノズル緊定ナット
６が螺合されており、このノズル緊定ナット６は軸方向でノズルボディ３によって貫通さ
れている。ノズル緊定ナット６は、ノズルボディ３と絞りプレート５と弁ボディ４とイン
ジェクタボディ２とを互いに緊定する軸方向のプリロード力もしくは予荷重力を発生させ
る。
【００２２】
　ノズルボディ３の内部には案内孔７が形成されている。この案内孔７内には、細長いノ
ズルニードル８が軸方向可動に案内されている。ノズルニードル８はニードル先端部９に
閉鎖面１０を有しており、この閉鎖面１０によってノズルニードル８はノズルボディ３の
内部に形成されたニードルシート１１に密に当て付けられるようになっている。
【００２３】
　ノズルニードル８がニードルシート１１に接触していると、つまりノズルニードル８が
閉鎖位置に位置していると、ノズル孔配列１２からの燃料流出部は遮断されている。それ
に対して、ノズルニードル８がニードルシート１１から持ち上げられると、燃料は圧力室
１３から軸方向でノズルニードル８に沿ってニードルシート１１の傍らを通ってノズル孔
配列１２にまで流れて、このノズル孔配列１２において高圧（レール圧）下にある状態で
燃焼室内へ噴射され得る。
【００２４】
　ノズルニードル８はプレロードばね（図示しない）によってその閉鎖位置の方向へプレ
ロード、つまり予荷重をかけられている。
【００２５】
　ノズルニードル８の上側の端面１４は制御室１５に突入している。この制御室１５はノ
ズルニードル８の上側の端面１４とは反対の側では絞りプレート５によって仕切られる。
制御室１５には、流入絞り１７を備えた圧力通路１６と、弁ボディ４に設けられた接続ポ
ケット２０とを介して、高圧下にある燃料が供給管路１８から供給される。この場合、供
給管路１８は燃料高圧アキュムレータ（図示しない）に接続されており、この燃料高圧ア
キュムレータは、たとえばラジアルピストンポンプを介して圧力負荷される。供給管路１
８はそれと同時に、絞りプレート５内部の接続孔１９を介して、制御室１５を半径方向で
取り囲む圧力室１３に接続されている。図２に示した、絞りプレート５内部の流出絞り２
２を備えた流出通路２１を介して、制御室１５は弁ボディ４内部の制御弁２４の弁室２３
にハイドロリック的に接続されている、つまり液圧が連通するように接続されている。流
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出通路２１は制御室１５から、図平面で見て弁室２３の上方に配置された低圧室２５へ向
かって延びる燃料流出経路の一部である。低圧室２５から燃料は戻し管路（図示しない）
を介して流出することができる。
【００２６】
　既に述べたように、プレロードばね（図示しない）によってノズルニードル８には閉鎖
力が加えられ、それと同時に、制御室１５内に形成される燃料圧によってノズルニードル
８の端面１４に閉鎖力が加えられる。これらの閉鎖力は、ノズルニードル８に形成された
段付き面（図示しない）に加えられる燃料圧の作用に基づいて生じる開放力に抗して作用
する。制御弁２４が、閉鎖された位置にあり、かつ制御室１５から低圧室２５への燃料流
出経路が遮断されている場合、定常の状態において、ノズルニードル８に作用する閉鎖力
は開放力よりも大きく形成されている。それゆえに、ノズルニードル８はその場合、その
閉鎖位置をとる。次いで制御弁２４が開放されると、制御室１５から燃料が流出し、ノズ
ルニードル８はそのニードルシート１１から持ち上げられる。
【００２７】
　流入絞り１７および流出絞り２２の流過横断面は、圧力通路１６を通る流入が流出通路
２１を通る流出よりも弱くなるように、ひいては制御弁２４の開放状態において燃料の所
定の正味流出量（Nettoabfluss）が生じるように互いに調和されている。このことから生
ぜしめられる、制御室１５内の圧力降下により、閉鎖力の値が開放力の値の下にまで低下
することになり、ひいてはノズルニードル８がニードルシート１１から持ち上がる。
【００２８】
　弁室２３の内部には、軸方向に移動可能な弁ピストン２６が配置されている。この弁ピ
ストン２６はスリ―ブ２７内に、できるだけ小さな案内遊びを持って案内されている。ス
リーブ２７は弁室２３の内部に半径方向遊びを持って収容されている。軸方向でスリーブ
２７と弁ピストンヘッド２８との間には、コイルばね２９が配置されている。このコイル
ばね２９は一方ではスリーブ２７の上側の端面３０に、他方では弁ピストンヘッド２８に
設けられた下側の環状肩部３１に、それぞれ支持されており、こうしてコイルばね２９は
弁ピストン２６に、図平面内で見て上方へ低圧室２５へ向かって弁座３２に対してプリロ
ードもしくは予荷重をかけている。それと同時に、スリーブ２７は弁室２３の底面３３に
密に押圧される。底面３３は絞りプレート５の上面により形成されている。弁ピストン２
６の、弁座３２にシールされた横断面は、弁ピストン２６の、スリーブ２７の内部に案内
された横断面に相当している。言い換えれば、弁座３２の直径はスリーブ２７の内径に相
当している。弁ピストン２６の、図平面内で上側の端面３４は低圧室２５の範囲に突入し
ている。絞りプレート５内部の接続通路３５を介して、図平面内で見て弁ピストン２６の
下方に位置する室３６はインジェクタ１の低圧範囲に接続されている。特に、絞りプレー
ト５および弁ボディ４の内部に設けられた垂直な孔（図示しない）が低圧室２５に通じて
いるか、または直接に戻し管路（図示しない）に通じており、この戻し管路には低圧室２
５も接続されている。したがって、弁ピストン２６の両端面側には等しい圧力（低圧）が
生ぜしめられる。弁ピストン２６の、低圧で負荷された両受圧面の大きさが少なくともほ
ぼ同一であることに基づき、弁ピストン２６は軸方向で圧力補償されている。
【００２９】
　図２から判るように、制御室１５からの流出通路２１は弁ボディ４に設けられたポケッ
ト３７に開口している。このポケット３７はスリーブ２７と弁室壁３９との間の環状室３
８に接続されているので、燃料は制御室１５から弁室２３に流入することができる。環状
室３８により、弁ピストン２６とスリ―ブ２７との間の案内遊びは拡開しなくなるので、
漏れ損失が最小限に抑えられる。それと同時に、弁室２３内部の燃料圧により、コイルば
ね２９の軸方向のばね力に対して付加的に、スリーブ２７に絞りプレート５の方向に軸方
向力が作用するので、スリーブ２７は底面３３に密に接触している。場合によっては生じ
る漏れ損失は接続通路３５を介して導出される。
【００３０】
　弁ボディ４の、図平面で見て上側の部分には、電磁石４１を備えた電磁式のアクチュエ
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ータ４０が配置されている。電磁石４１は孔４２内に収容されており、この孔４２はその
内径を介して電磁石４１を案内している。電磁石４１は、ばねエレメント４３を介して、
インジェクタボディ２の、図平面で見て下側の面に向かって軸方向のプリロードもしくは
予荷重をかけられている。インジェクタボディ２の内部には、段付き孔４４が設けられて
いる。この段付き孔４４の対称軸線は弁ピストン２６の対称軸線に相当している。段付き
孔４４に設けられた第１の段部４５は、電磁石４１と協働する可動子プレートもしくはア
ーマチュアプレート４６の軸方向可動性を制限する。アーマチュアプレート４６もしくは
このアーマチュアプレート４６に設けられた収容孔内には、押圧ロッド４７が同心的に支
持されている。この押圧ロッド４７はアーマチュアプレート４６の運動を弁ピストン２６
へ伝達し、ひいては弁ピストン２６の運動を制御する。押圧ロッド４７は凸面状に形成さ
れた自由端部４８を有しており、この自由端部４８は弁ピストン２６の凹面状の端面３４
に支持されてセンタリングされる。押圧ロッド４７はアーマチュアプレート４６の近傍で
ストッパスリーブ４９内に案内され、この場合、ストッパスリーブ４９は電磁石４１に設
けられた中心の貫通開口内に収容されている。ストッパスリーブ４９はその上側の端面に
ストッパ面５０を有しており、このストッパ面５０は電磁石４１の通電時にアーマチュア
プレート４６を当て付けるために働く。アーマチュアプレート４６は、インジェクタボデ
ィ２に支持された弱いプリロードばね５１によって、押圧ロッド４７を介して弁ピストン
２６に押圧されるので、これらの構成部分は接触している。電磁石４１のコンタクト部は
ハウジング部分５２を介して、図平面で見て上側のインジェクタボディ２内へ案内され、
これによりインジェクタヘッド（図示しない）に設けられたコネクタ（図示しない）にコ
ンタクト部を案内することができる。
【００３１】
　電磁石４１が通電されると、アーマチュアプレート４６と電磁石４１との間には引張力
が作用し、この引張力は、コイルばね２９とプリロードばね５１のばね力の差よりも大き
く形成される。これにより、アーマチュアプレート４６は図平面で見て下方へ向かって、
ストッパスリーブ４９のストッパ面５０に当接するまで運動する。このときに、制御弁２
４は弁座３２からの弁ピストン２６の持ち上がり（引き離れ）によって開放されるので、
制御室１５から低圧室２５への燃料流出経路が開放される。
【００３２】
　図３には、アーマチュアプレート４６の組込み状況が図示されている。アーマチュアプ
レート４６はインジェクタボディ２と弁ボディ４との間に収容されている。弁ボディ４と
アーマチュアプレート４６の下面との間の間隔ａは電磁石４１の通電時におけるアーマチ
ュアストロークである。アーマチュアプレート４６の上面とインジェクタボディ２との間
の間隔ｂはいわゆる過剰ストロークである。押圧ロッド４７およびアーマチュアプレート
４６は閉鎖時期においてまだ運動エネルギを有しているので、押圧ロッド４７およびアー
マチュアプレート４６は、アーマチュアプレート４６が段付き孔４４の第１の段部４５に
当接するまで移動方向Ｆにさらに運動させられる。この付加的な移動区間は過剰ストロー
クｂで表され、制御弁を操作後にできるだけ迅速に休止状態にもたらすために、できるだ
け小さく設計されることが望ましい。
【００３３】
　図４には、アーマチュアプレート４６と押圧ロッド４７との間の一体の構成が図示され
ている。この場合には、押圧ロッド４７の長さを意図的に削り込むことによってアーマチ
ュアストロークを調節することができる。
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